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研究成果の概要（和文）：療養の場と日常の食環境に用いられる色彩に有意差はなく、色彩と主観評価、および味覚閾
値との関連も個人差が大きかった。色彩を食環境に有効に活用するためには、意識的に対象の好む色彩や気分にあった
色彩をタイムリーに用いることが重要であり、条件が整えば縦40×横30cm程度の小範囲の刺激でも効果を確認できた。
また個々の語り促す情報と色彩を取り入れた絵画は、注視を誘導することによって食前の脳血流や口腔機能の向上につ
ながった。

研究成果の概要（英文）：No significant differences were found between Medical facilities and home in 
dietary environments; however, large individual differences were noted in the correlation of color with 
subjective evaluation and taste threshold. The intentional and timely use of colors that suited an 
individual’s preference and mood was important to use color effectively, and the effects were noticeable 
even with a stimulus by the small range when conditions were favorable. Furthermore, paintings containing 
information and colors that urged individuals to talk guided visual attention and thereby improved 
preprandial cerebral blood flow and oral function.

研究分野：基礎看護学
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１． 研究開始当初の背景 
社会は色彩にあふれ、個人の色嗜好も多様
化しているその反面、療養の場において、患
者は限られたスペースでの食環境と色彩環
境の中での食生活を強いられることが多い。 
視覚情報として眼球から入力された色刺
激は、脳幹部の視床下部に達し、ホルモン産
生を誘発、または抑制する内分泌システムに
刺激を与え、何らかの情動を引き起こすとさ
れ、その情動が一つのストレス反応としてさ
まざまな生体反応を引き起こす。食に関して
も色による情動の変化は、生体反応としての
味覚閾値の変化や口腔機能の改善をもたら
し、食欲や満足感といった食の QOL 向上に影
響する可能性が考えられる。 
食環境に関連した研究は、栄養学、家政学、
心理学、工学など多分野で取り組まれている。
色彩との関係では、食材の色や、料理の盛付
の配色、照明が食品の印象や食欲に与える影
響に関する研究や、照明による色温度と味覚
閾値の変化に関する研究、着色した水溶液を
用いて、色が味覚閾値に影響を及ぼすことを
明らかにした研究ある。また、オレンジや赤
系の色彩と緑色には食欲を増進させる効果
があり、紫や青系の色彩には食欲を減退させ
るイメージを与えるなど、心理学的に色の与
え方と食欲の関連をみた研究がある。これら
の成果はカラーセラピーに活用されている。
最近では、視覚と嗅覚への食情報を加工し、
錯覚と味覚変化を起こさせる工学研究も報
告された。 
看護学の色に関連した研究ではユニフォ
ームの色やリネン色の研究、慢性的なストレ
ス緩和のための色彩映像の活用などが報告
されている。しかし、食環境に色を活用した
看護技術研究は、まだ充分に行われていない。 
 
２． 研究の目的 
環境調整は看護の基本的技術として重要
な位置づけにあり、食の環境調整は栄養の摂
取のみならず身体的、精神的、社会的な意義
がある。特に制限食で味覚への不満足感があ
る人や、加齢による生理的味覚閾値低下を有
する人たちにとっては、食環境の在りようが
直接的に QOL に繋がる。 
本研究では食環境の色彩活用について検
討することを目指し、以下の３点を研究目的
とした。 
 
研究 1：療養の場と自宅の食環境の色彩の違       
    い 
研究 2：研究２：色彩による味覚閾値の変化 
研究 3：嚥下機能を高めるための絵画の活用 
とその効果の検証 

 
３． 研究の方法 
(1) 研究 1（色彩環境調査） 
 Web 上に公開された飲食店 108 のホームペ
ージにある食環境と、研究協力者が収集した
食環境を写したパンフレットや実際の映像

等の色彩解析を Feelimage Analyzer 色彩解
析ソフトによって解析した。 
また、日本の老人保健施設４、病院２のラ
ウンジおよび食堂、ベッド上で食事をする入
所者または患者のベッド周りの食環境を写
真撮影し、同様の方法で色彩解析した。画像
は、食材、食器、食卓、テーブル、その他の
背景に区分し、すべての画像の面積比率を同
一にして集計した。 
 
(2) 研究 2（味覚調査） 
味覚閾値に影響を及ぼす要因（空腹感、肥
満、喫煙習慣、妊娠、睡眠不足、口腔乾燥、
疲労など）をコントロールした 29 名の健康
な成人女性（平均年齢 27.6±4.5 歳）を対象
とした。 
実験スペースは白壁で、病院個室の基準の
広さ 6.3 ㎡とし、室温、湿度、照度、騒音を
設定した。対象者には食器を置いたオーバー
テーブルを前に、椅子に腰かけてもらった。
テーブルの高さは、テーブルと目の高さまで
を 40cm、目から食器の中心までは 50cm に調
整した。食器の下にはランチョンマットに見
立てた 42cm×31.5cm の色画用紙をおいた。
マットの大きさはアイマークレコーダで視
線範囲が 100%カバーできる大きさとし、給食
トレイの大きさを考慮して決定した。マット
に用いた色は基本色としての白色と3原色の
赤（マンセル値５R 9.2/１）、青(5B ８/0.5）、
緑（5G 8/2）とし、提示はランダムに行い、
食事に要する最小の時間を想定して、5 分間
食器を注視してもらった。 
味覚閾値の測定には濾紙ディスクによる
味覚定性定量検査用試薬を用いた。試薬は甘
味（精製白糖）、塩味（塩化ナトリウム）、酸
味（酒石酸）、苦味（塩酸キニーネ）であり、
それぞれ 5段階の濃度で作られている。濾紙
ディスクに浸した試薬を対象者の舌の上に
置き、感じた味について回答してもらった。
最も薄い試薬濃度から始め、それぞれ正答が
得られた濃度を、その人の味覚閾値として判
定した。 
空腹感、口渇感、食欲、身体・精神疲労感
などの主観的評価は Visual Analog Scale
（VAS）で行った。また、不安(State-Trait 
Anxiety Inventory; STAI)と気分(感情プロ
フィール検査; POMS)を評価した。 
 
(3) 研究 3-1（基礎実験） 
公募に応じた視機能に異常のない健康な
８名（22.3±0.9 歳）を対象に、色の種類が
多く、ストーリー性の高い絵画（スプレーア
ート EXIN 提供）と白画面を同一の液晶モニ
ター（縦 30cm×横 40cm）で見たときの反応
を生理指標と主観的指標の両面から評価し
た。 



生理指標は脳血流量と眼球運動とした。 
脳血流測定は、頭部近赤外光計測装置（日
立 HOT121B）を用いた。対象者の前額部に装
着後、チャンネル部と額とのフィット率が左
右それぞれ 90％以上の場合に測定を開始し
た。 対象者の脳血流の状態を統一するため、
暗算や常識問題など約 20 題の問題を独自に
作成し、問題をモニターに映し出しながら、
それぞれに設けた制限時間内で口頭により
回答してもらった。実験課題実施前の脳血流
量を基準にし、実施時の変化量を測定した。 
眼球運動測定には、眼球運動計測装置（Nac
アイマークレコーダーEMR-9）を用いた。対
象者の眼球運度は、瞳孔/角膜反射方式によ
り検出した。本研究ではサンプリング周波数
60Hz とし、視野レンズは 92 度を用いた。分
析では、総注視時間、総注視回数、1 回注視
時間、各領域の注視時間、注視回数、1 回注
視時間を算出した。 
主観的評価は、見たときの快適性について
リラックスしている、生き生きする、元気が
いっぱいだ、消極的な気分だ、精力がみなぎ
る、活気がわいてくる、の 6 項目について
Visual Analogue Scale（VAS） で計測した。
また、絵画終了後に、絵画の内容について覚
えていること、絵画を見て考えたり感じたり
したことについて自由記載してもらった。記
載内容はテキストマイニング法によって分
析した。 
 
(4) 研究 3-2（介入調査） 
デイケアを利用している要介護高齢者の
うち、①要介護度Ⅱ以下、②反復唾液嚥下テ
スト（Repetitive Saliva Swallowing：RSST）
が正常、かつ主観的に食事中のむせやつかえ
がない、③改訂長谷川式簡易知能評価スケー
ルによる認知機能が正常で測定の指示に従
える人を選定し、研究参加への同意が得られ
た人を対象とした。 
調査は一人の対象者に対して研究3-1で用
いた絵画を見ながらグループで自由に語る
『介入日』と、それ以外の『通常日』を交互
に行った。「発話」数は、対象者の生活に支
障ない位置に IC レコーダーを来所持におよ
そ 3 時間装着して測定した。 
介入は対象者の心身の負担にならないよ
う自由な語りを原則とし、ファシリテーター
をおいて絵画全体を見るように促した。 
評価項目は、嚥下機能が①口腔内湿潤度、
②嚥下に要する時間（RSST3 回目積算時間）、
③口唇機能（口唇閉鎖力）、④呼気筋力、⑤
舌の機能（オーラルディアドコキネシス：OD）
で評価した。語りは、発声した単音節数、お
よび単語数で評価した。 
分析は、同一対象者から繰り返してデータ
を収集するため、対象者別に自己相関係数を

求めた。また、語りの内容はテキストマイニ
ング法によって分析した。 
 
４． 研究成果 
(1)研究 1 
食材を除く、壁、テーブル、食器、テーブ
ルクロス等の使用頻度の高い基本色を調査
した結果、頻度の高い系統順に白、赤、黄、
緑、黒があり、食欲を増進すると言われる暖
色系の使用が多かった。色の比率は日本料理、
中華料理、イタリアン等料理のジャンル別に
差異があり、日本料理には黒、中華料理は赤
が特徴であった。特に黒は日本でのみ食器の
色として用いられていた。 
 中国 38、米国 89 の映像より、中国は赤、
黄の比率が有意に高く、米国では白、赤、緑
の比率が高かったが有意な特徴はなかった
が、いずれもテーブルクロスを含む食卓に黒
を用いることはなかった。 
 療養環境の画像分析では、食材、食器、食
卓、テーブル、その他の背景に区分し、すべ
ての画像の面積比率を同一にして集計し、通
常の食環境と療養の場の色種類（量）で比較
すると、療養の場は日常または飲食店の 20
～40％の種類しか観察されず、統一化された
食器や単色の壁、置かれた物品の少なさが影
響していた。 
 
(2)研究 2 
白を基準として、他の色を提示した時の味
覚閾値の変化をみた。酸味と苦味では差がな
かったが、赤は塩味、青は甘味、緑は甘味と
塩味に有意な変化があった。すなわち、基準
とした白刺激に比べて赤と緑の色刺激は塩
味の味覚閾値を敏感にし(p<0.05)、青および
緑は甘味を敏感に(p<0.05)（Wilcoxson の順
位和検定）することが明らかになった。 
色の好みに配慮しながら、塩味を感じさせ
たければ赤や緑のマットを用い、甘味を感じ
させたければ青または緑を用いるとよいこ
とが示唆された。 
主観評価では、４色のうち白が最も空腹や
不快を感じさせが、色の好き嫌いに関わらず、
いずれの指標にも有意な差はなかった。また
STAI にも変化がなかった。POMS では青と緑
が「活気」を有意に変化させ、赤は「怒り-
敵意」、青は「緊張-不安」、緑は「緊張-不安」
「抑うつ」「混乱」をそれぞれ有意に変化さ
せた(p<0.05)。これは、味覚域値の変化が色
による直接的な影響によるばかりではなく、
心理的影響を伴う間接的な影響によるもの
であったことを示した。 
食事場面での赤、青、緑の小範囲の色刺激
は、刺激前の主観評価に基づく活用によって、
塩味と甘味を敏感にさせる可能性があり、塩
分制限や熱量制限を要する患者や治療によ



り味覚に変化を来たした患者へ応用できる
ことを明らかにした。 
 
(3)研究 3-1 
絵画に対し快適さを感じた快適群 4 名は、
絵画を見たことで左脳血流量は 0.22mM-mm、
右 0.24 mM-mm 変化したが、感じなかった非
快適群 4 名は左－0.1 mM-mm 0、左－0.09 
mM-mm だった。 
眼球運動では、総注視時間、総注視回数、
1回注視時間は、快適群の絵画 333.8 秒、383
回、0.9 秒、白画面 211.3 秒、148 回、1.5 秒
であり、課題間で違いは総注視回数にあった。
一方、非快適群の絵画 273.0 秒、421 回、0.6
秒、白画面 277.4 秒、290 回、1.0 秒であり、
課題間に違いはなかった。快適群は 0.2 秒以
上の注視回数が多く、絵画中の特定の場所を
有意に長く注視した。一方、非快適群は偏り
なく注視した。また、主観的評価の文字数・
項目数も快適群に多かった。 
絵画を快いと感じて注視し、何かを想起・
記憶することを通して、脳血流量は増加し、
語りの文字数を増加させる効果があること
が明らかとなった。意識的に対象の好む情報
を取り入れた絵画を提供し、効果的に注視を
誘導ことが脳機能活性につながることが示
された。 
 
(4)研究 3-2 
自己相関係数で確認の上、男性 2 名、女性
18 名の自由な語り 34 場面を分析した。 
『介入日』の嚥下時間は前 18.3（4.8-30.0） 
秒、後 16.0(4.3-30.0)秒で有意に短縮した。
また、舌粘膜の口腔粘膜湿潤度は、前 25.3 
(20.2-34.7)%、後 24.6(14.0-30.0)%で有意に
減少した(p<0.01)。 
語り全体で 1番頻度の高かった単語「今」 
は 144 回あり、過去の思い出の語りや、現代
と過去との比較の語りなどで使用されてい
た。 
｢子供｣は 2 番目に頻度が高く 118 回あり、
絵の中の要素として、子供がいることを示す
ための表現だけでなく、子供のころの話題を
語る際に多く使用されていた。 
色彩の色調が鮮やかな「子供」、「お家(78)」 
（以下頻度は( )）、「テレビ(45)」、「紙芝居
(34)」、「男の子(30)」、「猫(30)」、｢猫(30)｣、
「学校(22)」などは、単語頻度が高かった。 
口腔機能では『介入日』の嚥下時間は、介
入前 18.3（4.8-30.0）秒で後 16.0（4.3-30.0）
秒で、有意に短縮し(p<0.05）、口腔粘膜湿潤
度の舌粘膜は、前 25.3（20.2-34.7）で後 24.6
（14.0-30.0）％で有意に減少した（p<0.01）。 
その他の評価項目と介入以外の日では全て
の嚥下機能評価項目において前後で有意な
差はなかった。 

単音節数は『介入日』7,767（117-16,216）、
『通常日』の 463(0-7,614)個であり、『介入
日』は有意に多かった（p＜0.01）。 
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